
 

Ⅰ 経営改善のテーマと経営骨格 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ NextToyokawa Plan の概要図 

 
 

２ Next Toyokawa 実現に向けたキーコンテンツ  

 

Act1.全員が必要とされる学校

・チーム制の推進（バランスの改善）

・経営改善のアジャイルサイクル

・児童が主体的に作る教育活動の充実

Act2.未来を創る学校

・未来を主体的に創っていこうとする

子どものための授業を新たに構築

・新たな学びを志向した教育課程全般の見直し

Act3ふれあいに満ちた学校

・学校活動の縦割り化の推進

・自己決定の場に満ちた活動

・道徳教育の充実・心理的安全性の確保

Act4.心身が健康である学校

・システムから見直す前例なき働き方改革

・交流や読書活動による豊かな心の育成

・たくましく生きるための体づくりの推進

子どもたちと教職員のウェルビーイングの確立を目指す学校

→誰もが必要とされる心豊かで主体的な学びに満ちた学校

本を読む

様々な手立てによる読書環境の充実

→心理的安定・学力向上

気持ちを読む

自己有用感と他者尊重の気持ちの育成

→道徳的実践力の向上・不登校対策

次代を読む

教育DXの推進とICT環境の整備

→未来を生きるための情報活用能力の育成

正しく読む

教科書や問題の意図を把握する力の育成

→文書読解能力の向上（生きる力の育成のために）

読む力

Next 
Toyokawa 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Next Toyokawa Plan 

Act1 全員で作る学校 

チーム制の導入 

児童が作る授業や学校 

Act2.未来志向の学校 

未来志向の授業刷新 

教育 DX の推進 

Act3.ふれあいに満ちた学

校 

縦割りによる交流 

自己決定の場の設定 

Act4.心身が健康である学

校 

交流教育・読書教育の充実 

体づくりの促進 

 

 

教育振興基本計画・北海道教育推進計画 

北海道教職員研修計画・学校における働き方改革アクションプラン（第 3 期） 

胆振管内教育推進の重点・苫小牧市学校教育推進計画 

学校教育目標 

よく考え勉強する子 

なかよく助け合う子 

じょうぶでがんばる子 

子どもの実態 

明るく素直・やさしい心 

消極的 

読解力の定着に課題 

保護者の願い 

挨拶のできる子に 

最後までやり抜く子 

安全・安心な環境 

啓北中学校区学校教育力向上エリア会議・学校運営協議会：目指す 15 歳の生徒像 

・広く深く考え、自らを高め、常に向上する生徒 

・豊かな心を持ち、温かく補い合う生徒 

・たくましいからだと強い心を持つ生徒 

令和８年度 学校経営方針 「Next Toyokawa」 

子どもたちと教職員のウェルビーイングの確立を目指す学校

誰もが必要とされる心豊かで主体的な学びに満ちた学校 

ウェルビーイングの確立により育成を目指す資質・能力 

主体的に学び続ける力：個別最適な学習の推進（多様な学びの保証）、自由進度学習の推進 

協働的に学び働く力：協働的な学習の推進、課題や困難に協働的に取り組む力の育成 

人を大切にする力：ニーズに応じた教育の充実、、いじめ・不登校への組織的対応、挨拶の徹底 

豊かに表現する力：学びあいの場の創出、教科横断的な教育課程の推進 

重点取組事項 

① 読書活動の充実 ②多様な学びと自由進度による児童主体の授業改善   ③いじめの積極的認 

知・組織的対応 ④特別支援教育の充実：組織的対応の充実 ⑤CS の活動促進 ⑥道徳教育の充実

⑦働き方改革の促進（職員会議０からスタート、PWD の完全実施） ⑧小中連携の取組の充実 ⑨

ICT の積極的活用 ⑩服務規律の徹底 ⑪消耗品・備品等の計画購入 


